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定義
A を圏、A, B を A の対象、f を Aから B への射 f とする。
対象 B から圏 A の任意の対象 Z への任意の平行射 g1, g2 に対して、

g1 ◦ f = g2 ◦ f ならば g1 = g2

が成り立つとき、射 f はエピ射であるという。エピ、エピックともいう。

例
集合の圏 Setにおける全射はエピ射であり、逆にエピ射は全射である。
もしも全射である f : A → Bがエピ射ではないと仮定すると、ある集合 Z

に対して、g1 ◦ f = g2 ◦ f かつ g1 ̸= g2 を満たす平行射 g1, g2 : B → Z が存
在する。このとき、g1 ̸= g2から、集合 Bのある元 bに対して g1(b) ̸= g2(b)
となるはずである。ところがこのとき f が全射であることから、f(a) = b

を満たす集合 Aの元 aが存在するので、g1(f(a)) ̸= g2(f(a))となる。しか
し、これは g1 ◦ f = g2 ◦ f に矛盾する。したがって f はエピ射である。
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（背理法を使わないで書いてみます）平行射 g1, g2 : B → Z に対
して、g1 ◦ f = g2 ◦ f が成り立つとき、集合 A の任意の元 x に対
して、(g1 ◦ f)(x) = (g2 ◦ f)(x) つまり、g1(f(x)) = g2(f(x)) で
ある。f : A → B が全射ならば、集合 B の任意の元 y に対して
f(a) = y を満たす集合 A の元 a が存在するので、その a について
も、g1(f(a)) = g2(f(a)) が成り立つ。つまり、集合 B の任意の元 y

に対して g1(y) = g2(y) である。よって g1 = g2 が成り立ち、f はエ
ピ射である。

もしもエピ射である f : A → B が全射ではないと仮定すると、f の像
に属していない集合 B の元が存在するので、それを bと置く。Z = {0, 1}
として、g1(b) ̸= g2(b) となる B から Z への平行射 g1, g2 を考えると、
g1 ◦ f = g2 ◦ f なのに g1 ̸= g2 となるので f がエピ射であることに矛盾す
る。したがって f は全射である。

g1(b) ̸= g2(b)となる平行射 g1, g2 は、

• g1 : B → Z は集合 B の任意の元 xに対して g1(x) = 1
• g2 : B → Z は xが写像 f の像に属するとき g2(x) = 1で、属さない
とき g2(x) = 0

として構成できる。

次の一歩は……
• エピ射が全射ではない圏の例……
• モノ射との関係……
• より基本的な用語……
• 写像の代数的扱い……
• 参考文献の参照ページ……
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